
館を引き継ぎ、 1965年に国立博物館としてオープンし

た。大ぎく 5つの建物からなり、それぞれ異なった意

匠と構造となって特色を出すようにしている。また各

館(ウィング)の見せ方も様々であった。

ゲートを入ってすぐミュージアムショップがあり、

もショップが備わっている。

死海写本館は先に述べたクムランの写本だけを展示

する館で、重要資料の光による劣化を防ぐため館内は

かなり暗いが、ケースごとにボタンを押せば1分間だ

け照明がつく工夫がなされていた。しかし最も重要な

さすがにレプリカであった。国宝級で、見ただ

けでよくわからないものを如何にたいそうに見せるか

という意味では参考になる。

聖書・考古学館は中世十字輩までの歴史について展

示しており、大きな11摂路はありながらも展示ケースは'

フリー動線的配寵であった。ただケースごとに番号が

付けられており、時代を細かに追えることは使利であ

った。今でも髄持資料の入れ替えを行っているようで、

新たな発見資料も幾つか見られた。

ノレート・ユース・ウイング(子供舘)はいくつかの

コーナーからなり、鏡、リサイクルリングルーム、工

作コーナー、本のコーナー、ミニチュアルーム、模型

の滑り合とかたつむりのトンネル、玩具の焔植えなど

があり主として幼児を対象としたものであった。リサ

イクリングルームは120ぱ程の広さの部屋で、家庭から

持ち等った箱や牛乳パックなどで工作をしていた。総

じて幼稚園に見えた。

その他特別展示として1930年代のイスラエノレおよび

ベト@シャンの展示があったが、縦5m、横 1mの垂

れ幕を約 1m間隔で並べて I枚のベト・シャンの全景

写真に見せるやり方は、安上がりながら追力があった。

日本では見ない手法である。

1.はじめに

(仮称)琵琶湖博物館の「琵琶湖の麗史と民俗J展示
では、湖患遺跡、湖上交通、湖の祭り、漁労、治水・

を大きな柱としており、広く一位界に自を向

けた展示やその他諸活動を目指している。また、「琵琶

湖の環境J展示では、控界の湖を紹介して琵琶湖を克
つめ症すことも企画している。

こうしたことから、この一博物館の展示を計画してい

く上で、ガリラヤ湖と琵醤湖という、その位置、地域

の中で果たした役割や人間とのかかわりの歴史が酷似

しているアジアの東端と西端の 2つの拐を中心に、資

料や情報を入手し、 f博物館の閤jとも言われるイスラ
と
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2 .博物館の様子

(1) イスラエ/レ博物館

イスラエル博物詣の「お語、ぎの人j向きの案内パンフレット
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図-1 イスラエル観光省のパンフレット(1992年8月号)

(エルサレムの20の博物龍の展示内容が紹介されてLも)





杉5若手畝の碑(イスラエル人(;1:チウネと発音できない)

以外は真っ暗で、死んだ子供の名前を次々に読み上げ

いくだけの舘もある。有名な「記憶のホールjでは、

を永遠に象徴する青白い火と強制収容所

の名前を見るだけであったが、訴えるものがあった。

広い庭園にヨーロッパのユダヤ人をナチからかくま

った「異邦の義人Jの名を記念した植樹があり、何と
Senpo Sugihara -J AP ANの碑と彼が植えたという木

を見ることができた。

(3) ロックブエラー令博物館

イギリス委任統治政府により1938年に建設されたも

のであり、元はヨルダンの管理によるものであった。

イスラエルにおける最も重要な時物館と言われていた

が、地下室がないため、戦摘を避けるべく重要な資料

はイスラエル博物館に移管されてしまっている。

イスラエルで見た博物館の中で唯一古典的な博物館

で、東京国立博物館あるいは韓国の博物館のように、

展示手法より資料の{高値で見せるというものであった。

逆に言えば、玄人受けする博物館であった。

し志会でみたイエリコ

自に貝をはめ込んだ、人骨を見ることができた。

ロックフェラ…博物館

「過去に触れるj館入り口

視覚障害者のための展示品

(4) ハアレツ@イスラエル博物館

テルアピブにある国立博物館で、ユダヤ教の安怠日

にテ/レアピブで唯一オープンしていた博物館である。

イスラエル博物館と同様にテ…マ別に、石器時代館、

銅館、ガラス館、生活館、ユダヤ館等の展示館が立ち、

屋外にもオリープしぽりや民俗資料としての農具など

が展示されている。

芯器時代をテーマとした建物では、入り口で説明書

を借りて出るときに帰すというシステムを取っている。

人に追われた鹿などは絵、矢や槍は実物を壁面に展示

したものがあり、日本でもこうした方法ははやってい

る。細かな遺物は個々に説明を加えず、手元で一括し

て説明するキャプションはすっきりして見やすかった。

特筆すべきは、手で触る考古学館とでも言うべきA

Touch of Past， Hands on Archeologyと銘うったもの

で、視覚障害者が手で触れる比較的大形の考古資料が

スペース的に余裕をもって展示されている。もちろん

点字説明っきで。

一角に手工業工房群とでも苦うべきところがあり、

ちょうどガラス工房で実演を行っていた。そのほかに

パン屋、馬具工房、機織り、鋳金、土器作り、糸紡ぎ、

綿紡ぎ、靴屋、アクセサリー屋、大工、木工師、鋳物

屋がある。
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ガラスエ房での実演 手すりを利用した足の不自自な人向けのリフト

また敷地内にテル e カシルの遺跡があり、発掘され 出し、特徴を押し出すことは可能であろう。一方では

たペリシテ時代の神殿遺構が時代ごとに説明パネルで まとまりも必要だが、本県の場合はテーマが一つであ

色分けされて示され、一部の建物が復元されている。 る。従って、自然史、歴史と民俗、環境、水族など展

イスラエルのテルで多くの石壁、日乾煉瓦壁の建物と 示手法を統一することを罰執することは、無意味かと

言われるものを見学したが、初めて天井まで復元され 考えられる。

たものを見て建物のイメージが沸いた。 日本では実物資料がない場合、得られない場合など

まだ隣接地では発掘調査中である。 いきおいレプリカかジオラマによる復元、グラフイツ

クパネルに走りがちである。そうしたものに頼らずと

(5) イグアル@アロン博物舘 も、心打つ展示が可能で、あることを教えてくれたし、

ガリラヤ湖西岸キブツ・ゲネサレ出身の政治家イグ グラブイツクーつにしても、その前に何か一例えば、

アノレ・アロンを記念する博物館で、「ガリラヤ地方の人 強制収容所内の大型写真の前に有刺鉄線があるように

問Jをテーマに、聖書のころから現代までのガリラヤ するだけで、その効果は倍増する。

湖周辺の生活を主としてグラフィックとジオラマで紹 展示室内のゆとりのスペースもあればあるほど楽な

介している。 気持ちでいられることもあり、基準に則っておれば良

この特別保護水槽には、 1986年1月の雨不足で湖の いという身障者対策や、車椅子だけが身障者であると

水位が3'""-'4m下がったおりに湖中から発見された紀 言う認識も改める必要がある。一つでも良いし、何ら

元前後の木造船が保管されているが、船は現在保持処 かの形でも良い。特別な心配りを考えていきたい。

理中であり、見られるのは 2年後であるとのことであ 例え一つでも正面に押し出す、たとえば入り口を入

った。 ってすぐのホール内に階段があるとすると、その真ん

この船に関する資料は図録・冊子のほかスライドブ 中を身障者のための施設・設備を貼り付けるぐらい

イルム、ゼデ、オテープとして販売されており、見学者 意気込みを示す博物館が現れても良いのではないか。

への便宜を図っている。ガリラヤ湖周辺のみならずイ もう一つ。日本では博物館活動の情報量が余りに少

スラエルの各地で一人の日本人にも出会わなかったに ない。各博物館単位で広報なり広告@ポスター配付な

もかかわらず¥ビデオに日本語版があり驚いた。 どを行っているため、…殻の人が博物館巡りを行う際

のまとまった情報がない。今後、少なくとも

3 .博物館のぞEり方と展示手法 物館関係施設のネットワーク化とイスラ

現在計画中の(佼称)琵琶湖e博物館は、規模的には

イスラエルの国立博物館に相当する。琵琶湖博物館で

は、 6，0001112もの展示面積を持つが、いかに来館者を飽 必要になってくる。そのための対応等も

きさせないで見学してもらい、展示のみならず静物館 練っておく必要があるだろう。 (用田

の諸活動に参加し、ひいてはリピーターとなってもら 設

えるかが課題の一つである。そうした意味で、ウィン ハアレツ@イスラエル博物館とイ

グに分かれ、各館が棺当な特色を出すように努めてい 物館は、テルア

るさまは一つのヒントになる。広い敷地が必要条件に 忙しい中、ご案内いただいた。深謝。

なるが、一つの建物の中でもコーナーごとに独立感を
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